
平成３０年５月２３日 

 

平成２９年度東洋学研究情報センター機関推進プロジェクト実施報告書（項目１～６） 

 

１．プロジェクト名 

旧東方文化学院研究員研究発表スライド乾板の整理と研究 

 

２．申請研究者 

平勢隆郎 東洋文化研究所・教授   

共同研究者 

野久保雅嗣 東洋文化研究所・技術専門職員 

 

３．研究期間 平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日（１年間） 

 

４．プロジェクトの趣旨、全体計画（400字程度） 

わが研究所には、貴重な美術考古資料が所蔵されている。これらは、機会を得てよりよい保

存状況下におくことが求められている。すでに保存処置を施し、整理を進めてきているが、

その整理作業を継続しつつ、報告書の形にすることを計劃した。 

 

５．今年度の研究実施状況（400字程度） 

まだ手つかずのガラス乾板をデジタル化し、報告書「東方文化学院（東京研究所）研究の風

景」として出版する。 

 

６．今年度の研究成果の概要（400字程度） 

年度末をもって、上記報告書をセンター叢刊として刊行した（平勢隆郎・野久保雅嗣）。こ

れには以下のガラス乾板・焼付け写真等が含まれる。高句麗好太王碑（問題となる字が判読

可能）、池内宏家族写真、ペリオ来訪（昭和 10年）、ジョンストン来訪（昭和 10年）、服部

宇之吉を囲む集合写真、市村瓚次郎講演、關野貞講演、白鳥庫吉講演、中国戰國貨幣金相学

的検討、等。 


